




















緒言 

 近年、周産期死亡率が著明に低下し、低出生体重児においても救命率が著しく高くなっ

ているが、これは NICU をはじめとする未熟児医療、新生児医療の進歩に負うところが大で

あり、中でも新生児医療にたずさわる医師の果した役割は大きい。一方、最近の妊婦管理

の改善にも目をみはるものがあり、死産率にも低下傾向がみられる。NST による胎児心拍

数モニタリング、超音波による胎児診断、ハイリスク妊娠の入院管理などがこれに寄与し

たのであろう。またさらに最近ではβ2 刺激剤による切迫早産の治療が普及しはじめ、超

未熟児や極小未熟児の出生を防止し、少しでも子宮内で哺育する努力が行われている。 

 Ingemarsson(1982)はスウェーデンにおける1973年から1980年の8年間における早産未

熟児の出生率を在胎週数別に比較検討した。β2 刺激剤であるテルブタリンを導入した後

(1979)と導入前(1973 年)とを比較し、導入後には妊娠 32 週～36週の早産率が 5.51％から

5.81％と有意に増加し、妊娠31 週以前の早産率は 0.97％から 0.80％と有意に減少し、そ

の結果、2.500g 未満の出生が 4.56％から 4.24％と有意に減少、また1,500g 未満について

も 0.87％から 0.65％に有意に減少したという。我国でのβ2刺激剤の普及はスウェーデン

に比べ数年遅れていると考えられるが、我国での低出生体重児の出生率の推移はどうであ

ろうか。もしも、超・極小未熟児の出生を防止し、せめて 1,500g 以上で出生させることが

出来れば、両者の救命率の間に差があるだけに、その意義は大きい。 

 厚生省統計情報部による人口動態統計では低出生体重児(出生体重 2,500 未満)は 1960

年ごろまでは 7％以上あったが次第に減少し、1970 年には 5.67％、1975 年には 5.10％、

1976 年には 5％を割ったが 1978 年には 5.00％となり以後増加傾向にあり 1983 年では

5.37％となっている。出生体重別にみると出生体重 1,000g 未満の超未熟児の増加が目立つ。

1951 年にはわずか 114 人であったものが 1960年には 466 人、1970 年には 1,446 人、1983

年には 2,089 人出生している。日本小児科学会の新生児白書によれば、低出生体重児全体

でみれば出生数が減少している中で超未熟児、極小未熟児が増加していることは最近では

生存を期待して生産として扱われるようになったためという。本邦における届出による統

計の中から医療の進歩の実態を探り出す困難さを知らされる。この意味で真の未熟児出生

の動向を知ることが出来る信頼性のある統計を得る必要がある。このような観点に立って

本研究を行った。 

 幸い静岡県では柴田隆氏が行った静岡県の病院小児科医に対するアンケート調査(昭和

58、59 年)がある。これは NICU 地域化の再評価を行うために行われたもので NICU として



析した。 


